
１章 数列 解答 

１節 数列とその和 
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 （    について） 

   a，b，c がこの順で等差数列のとき 

   bcab   ゆえに cab 2  

 （    について） 

   逆に， cab 2  のとき 

   bcab    となり， ab   と bc   の差が等しいから等差数列となる。 
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 初項 16，公差 4  だから，第 n 項までの和は 
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 初項を a ，公比を r とすると 
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 （    について） 

   a，b，c がこの順に等比数列のとき，この等比数列の公比を r とすると 

   2, arbrcarb   と表すことができる。これを用いると 
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 ⑴ 与えられた等式を①とおく。 

  （Ⅰ） 1n  のとき   

        2111,2  ）右辺（）左辺（  よって,  1n のとき①が成り立つ。 

  （Ⅱ） kn  のとき,  ①が成り立つと仮定すると 

        ② 12642  kkk  

      ②を用いて変形すると①の左辺をのとき ,,1 kn  

      
     

   

2 4 6 2 2 1 1 2 1

1 2

k k k k k

k k

         

  


 

      したがって,  1 kn  のときも①が成り立つ。 

      （Ⅰ），（Ⅱ）により，すべての自然数 n について与えられた式は成り立つ。 
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aa

aa
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1514
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1

45

34
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









aa

aa

aa

aa
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 ⑵ 与えられた等式を①とおく。 

  （Ⅰ） 1n  のとき 

      11 1 1, 1 1 2 1 1       （左辺） （右辺）（ ）  

       よって， 1n  のとき①が成り立つ。 

  （Ⅱ） kn  のとき，①が成り立つとすると 

       2 11 1 2 2 3 2 2 1 2 1k kk k            ②  

      1 kn  のとき①の左辺を，②を用いて変形すると 

       

 

 

     したがって， 1 kn のときにも成り立つ。 

     （Ⅰ），（Ⅱ）により，すべての自然数 n について与えられた等式は成り立つ。 

 

練習 31 

 ⑴ 与えられた不等式を①とおく。 

   （Ⅰ） 3n  のとき  

 

       よって， 3n  のとき①が成り立つ。 

   （Ⅱ） kn  （k ≧ 4）のとき，①が成り立つと仮定すると 

       122  kk ……② 

      1 kn のとき，①の左辺を②を用いて変形すると 

       

 

 

12 2 2 2 2 1

4 2 2 2 2

2 1 1

k k k

k k k

k

    

    

  

 

      よって，   1122 1  kk  

     したがって， 1 kn  のときも①が成り立つ。 

     （Ⅰ），（Ⅱ）により，3 以上のすべての自然数 n について与えられた不等式は成り立つ。 

 

  

7132

823





）右辺（

）左辺（

 
   

2 1

1 1

1 1 2 2 3 2 2 1 2

1 2 1 1 2

2 2 2 1

k k

k k

k k

k k

k k

k k



 

          

      

    





 ⑵ 与えられた不等式を①とおく 

   （Ⅰ） 3n  のとき 

       23 9, 1 2 3 6     （左辺） （右辺）  

       よって， 3n  のとき①が成り立つ。 

   （Ⅱ） kn  （k ≧ 4）のとき，①が成り立つと仮定すると 

       2 1 2 3k k     ……② 

      1 kn のとき，①の左辺を②を用いて変形すると 

       

   
 

 

2 21 2 1 1 2 3 2 1

1 2 3 1

1 2 3 1

k k k k k

k k k

k

          

       

     







 

      よって， 

     したがって， 1 kn  のときにも①は成り立つ。 

     （Ⅰ），（Ⅱ）により，3 以上のすべての自然数 n について与式は成り立つ。 

 

 ⑶ 与えられた不等式を①とおく。 

   （Ⅰ） 3n  のとき 

       3 2 2 23 27, 1 2 3 14     （左辺） （右辺）  

       よって， 3n  のとき①が成り立つ。 

   （Ⅱ） kn  （k ≧ 4）のとき，①が成り立つとすると 

       3 2 2 2 21 2 3k k     ……② 

      1 kn のとき，①の左辺を②を用いて変形すると 

       

   
 

 

3 3 2 2 2 2 2 2

22 2 2 2 2

22 2 2

1 3 3 1 1 2 3 3 3 1

1 2 3 1 2

1 2 3 1

k k k k k k k

k k k k

k

            

        

     







 

      よって， 

     したがって， 1 kn  のときにも①は成り立つ。 

     （Ⅰ），（Ⅱ）により，3 以上の自然数 n について与式は成り立つ。 

 

  

   21 1 2 3 1k k      

   3 22 2 21 1 2 3 1k k      



節末問題 

1. 

 ⑴ 初項を a，公差を d とすると 

      289214092
2

10  dada     …① 

      68192540140192
2

20  dada  …② 

   ①，②を解いて 初項 4 ，公差 4 

 ⑵      9406801081554014042942
2

30   

 

2.     5444150  nnan  

  0≧na  となる n の値を求める。 

  5.130544  nnan より  

  よって，第 13 項までの和が最大になる。 

  また，このときの和は 

     33852
2

13412502
2

13   

 

3. 

 ⑴ 初項を a とすると 
  364

13
136

6 

 aS  より 1364364  aa  

   また 
 1 3 1 3 1

3 1 2

n
n

nS
   


 

 ⑵ 初項を a ，公比を r とすると 

   

    364

364

14

232

5432

2







ararararara

ararararara

arara

②

①





 

  として，①を代入すると  

 

   r  は実数より 3r  

   ①に代入して 2a    よって，初項 2，公比 3  

 

  

  33825013
2
1

254134,50 131



 だから

）別解（

aa

2737814

3641414
33

3





rr

r



4. 等比数列をなす 3 つの数を a ， ar ， 2ar とすると 

②

①





27

13
2

2





arara

arara
 

②より   3327 3333  ararra だから  

  
r

a 3  として①に代入   

      

 

  1,3,939,
3
1

つの数はでのとき  ar  

  9,3,131,3 つの数はでのとき  ar  

  9,3,13, 数は求めるよって  

 

5.      kk
kk

kk
kkkk

kk
kk









1

1
1

11
1

1
1  

  

 

       

80 80

1 1

1 1
1

2 1 3 2 4 3 81 80

1 81 9 1 8

k k

k k
k k 

  
 

        

     

 
  

 

6. 

 ⑴  

 

  とすると ①の公差は 4，②の公差は 6 

  共通項の初項は 14 で，公差は 4 と 6 の最小公倍数の 12 だから，共通項を na とすると 

  一般項は  

 

  よって，末項は 1822151215 a  

 

 ⑵ 初項 14，末項 182，項数 15 だから 
  1470

2
1821415


  

 

7. 10 から 99 までの自然数だから 

 ⑴ 3 の倍数は 12，15，18，…，99 である。 

   初項 12，公差 3 だから項数は 

     993112  nan  より 30903  nn  

   よって   1665991230
2
1 S  

 

    3,
3
10313

03103

13333

2







rrr

rr

r
r

 
6.15190212

21212114

≦より≦ nn

nnan





②

①





200,,20,14,8

190,,14,10,6,2



 ⑵ 7 で割ると 2 余る数は 16，23，30，… となる。 

   これは，初項 16，公差 7 の等差数列だから一般項は 

    
 

1310097

977116





nn

nnan

より
 

   これを満たす最大の自然数 n は 12 

   よって    654711216212
2
1 S  

  （別解） 

    

  654931612
2
1

12113

9313

162

132

14k110027k9

2727













S

k

k

k

k

よって

項数は

のとき末項は

のとき初項は

だから≦≦これより

より

と表せる。余る数はで割ると

 

 

8. 

 ⑴ 第 k 項 ka  は    21  kkkak  だから，求める和を nS とすると 

    

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵  第 k 項 ka  は 
  12

12
12122221 132 




  k
k

k
ka    

    だから，求める和を nS とすると 

        22
12

1221212 1

111





 


 nnS n

nn

k

n

k

k
n

k

k
n  

 

  

     

       

          

     321
4
1
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4
1412211

4
1

1
2
12121

6
131

2
1

232321

2
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23
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k
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9. 

 ⑴ 第 k 項 ka  は     11  knkknkak と表せるから，和を S とすると 

   

           

          21
6
112131

6
1

121
6
11

2
1111

1

2

11



 


nnnnnnn

nnnnnnkknknkS
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n
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 ⑵ 第 k 項 ka  は    1
2

2
1

1
321
1










kkkkk
ak 

 

   求める和を S とすると 

   
 1 1

2 1 1 1 1 1 1 12 2 1
1 2 2 3 11

1 22 1
1 1

n n

k k

S
k k n nk k

n
n n

 

                                   

      

  
 

 

10.  

 ⑴ 与えられた等式を①とおく。 

 （Ⅰ） 1n のとき 

     121
2
1,1

2







  ）右辺（）左辺（   よって， 1n のとき①が成り立つ。 

 （Ⅱ） kn  のとき，①が成り立つと仮定すると 

      ②
2

3333 1
2
1321







  kkk  

    1 kn のとき，①の左辺を②を用いて変形すると 

    

     

            
2

2222

3
2

33333

21
2
121

4
1141

4
1

11
2
11321







 








 

kkkkkkk

kkkkk
 

    したがって， 1 kn のときにも成り立つ。 

   （Ⅰ），（Ⅱ）により，①はすべての自然数 n について成り立つ。 



 ⑵ 与えられた不等式を①とする。 

 （Ⅰ） 4n のとき 

     164,162 24  ）右辺（）左辺（   よって， 4n のとき①が成り立つ。 

 （Ⅱ）  5n k k ≧ のとき，①が成り立つと仮定すると 

    ②≧ 22 kk   この両辺に 2 を掛けると  21 22 kk ≧  

    ここで， 

 

    だから      22 12  kk  

    よって， 1 kn のときも①が成り立つ。 

    したがって    21 12  kk  

    （Ⅰ），（Ⅱ）より，4 以上のすべての自然数 n について①が成り立つ。 

 

11.  

 ⑴ 1 1 3 4 5 4a s      

 

 ⑵ 2n ≧ のとき 

   
    

 

1

22

2 2

3 4 5 3 1 4 1 5

3 4 5 3 6 3 4 4 5

6 7

n n na s s

n n n n

n n n n n

n

 

       

        

 

 

   これは 1n   のとき 6 7 1    

   よって，
1 4

6 7 ( 2)n

a
a n n


   ≧
 

 

12. 
 ⑴  1 3n na a      より 1 3 2n na a     

   2 2    だから 1   

 
 ⑵  1 1 3 1n na a     より 1n nb a   とおくと 

   1 1 13 , 1 2 1 1n nb b b a        

   数列  nb  は初項 1 ，公比 3 の等比数列だから 

    1 11 3 3n n
nb      

 

 ⑶ 1n nb a   より 11 3n
na    

        ∴ 13 1n
na    

 

  

 

  ）≧（ 4021

1212
2

222

kk

kkkk







13. 

 ⑴ 漸化式に 3,2,1n  を代入すると 

    331211 212  aaan のとき  

    5101331322 323  aaan のとき  

    7211541433 434  aaan のとき  

   これより，一般項は ①12  nan  と推定できる。 

 

 ⑵ （Ⅰ） 1n  のとき，①は 11121 a  となり成り立つ。 

   （Ⅱ） kn   のとき，①が成り立つと仮定すると  ②12  kak  

       1 kn  のとき，漸化式と②を用いて 

      
     

  11212

2112111

1

2
1









kka

kkkkakka

k

kk  

      よって， 1 kn  のときも成り立つ。 

      （Ⅰ），（Ⅱ）より，すべての自然数 n について  12  nan  が成り立つ。 

 

 

 


